






















 Major changes are underway in Myanmar, which is geopolitically a place of importance. Until now, due 
to economic sanctions imposed by the West and chaos both at home and abroad, Myanmar has been left 
behind by its neighbors in terms of economic development. But “big players” (USA, Western countries, 
Japan, etc.) which had restricted access to Myanmar began to move with a view to constructing a “new 
order.” Moreover, in Myanmar, the “people’s fence” (confrontation between the government and ethnic 
minorities) collapsed gradually through the process of reconciliation. Surely a frontier called Myanmar 
has just begun to move greatly across space and time towards the world. 
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図表 1 - 1 　GDPの各国別推移
実質 GDP 成長率 世界に占めるシェア（％）
2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 1990年 2010年 2017年 2030年（推計値）
ミ ャ ン マ ー 7.0 5.5 3.6 5.1 5.3 5.5 5.5 0.01 0.07 0.07 ？
ア メ リ カ 2.7 1.9 -0.3 -3.5 3.0 1.7 2.1 26.2 23.0 21.0 17.0
日 本 1.7 2.2 -1.0 -5.5 4.4 -0.7 2.0 14.0 8.7 7.1 5.8
アジア（除く日本） 9.9 11.0 7.4 6.6 9.4 7.6 7.1 6.0 16.3 22.2 ─
中 国 12.7 14.2 9.6 9.2 10.4 9.2 8.2 1.8 9.4 13.5 23.9
A S E A N 5 5.7 6.3 4.8 1.7 7.0 4.5 5.4 1.3 2.5 3.5 ─
イ ン ド 9.5 10.0 6.2 6.6 10.6 7.2 6.9 1.5 2.5 3.1 4.0
（注 1 ）アジア（除く日本）は、中韓＋ ASEAN ＋印パ。












































図表 2 - 1 　地政学的に重要なミャンマー




























































1 インドネシア 23,764 6.2 6.6 6.9
2 フィリピン 9,401 7.6 5.0 5.0
3 ベトナム 8,825 6.8 6.8 7.5
4 タイ 6,387 7.8 4.6 5.0
5 ミャンマー 6,118 5.3 6.5 6.5
6 マレーシア 2,825 7.2 5.0 5.0
7 カンボジア 1,495 6.1 7.4 7.7
8 ラオス 620 8.1 7.8 7.8
9 シンガポール 518 14.8 3.7 3.9
10 ブルネイ 41 2.6 3.3 3.6
（注 1 ）	 人口は2010年基準。但し、インドネシア、フィリピン、
ベトナム、マレーシア、シンガポール、ブルネイは2010年、
カンボジアは2008年、ミャンマーは2006年から推計値。
（注 2 ）	 実質 GDP は2011年から推計値。但し、ミャンマーのみ
2010年から推計値。
（資料）	 IMF（2012）WorldEconomicOutlookDatabases
図表 2 - 4 　各国の経済発展段階（名目GDP/人）
（注） 　アジア各国は2010年の IMF 統計。日本：2006年基準。
（資料）内閣府、IMF 等により作成。
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　このように、成長著しい ASEAN ではあるが、 1 人当たり名目 GDP でみると各国の経済発展段階
は、図表 2 - 4 のとおり、日本の1960年代の経済水準に止まっており、未だ発展途上にある。これ
は、見方を変えれば、開発支援を必要としつつも、成長センターとしての高い可能性を表し、世界
に門戸を開き始めたミャンマーは、特に有望な成長センターとなる。
2 . 4 　変わる日本の製造業のASEAN戦略
　日本企業の ASEAN 戦略は、以下のとおり時代とともに変遷
12）






























図表 2 - 5 　揺らぐ「China＋ 1 」
（資料）「白地図、世界地図、日本地図が無料」等により作成。
 35「新秩序」目指すミャンマーのダイナミズム




















































20）	 2008年 1 月に開催された第 1 回日本メコン外相会議では ODA の拡充が強調され、4 月には CLMV を含む ASEAN10カ国との間に
日本 ASEAN 経済連携協定が締結されるなど、日本と CLMV は新しい経済関係を構築しつつある。
図表 2 - 6 　GMS諸国とインフラ整備
（注） 　（ ）内は経済特区・予定地の開発主体国。
（資料）「白地図、世界地図、日本地図が無料」等により作成。















3 . 2 　ミャンマーの民主化に反応する関係国




















22）	 2012年 4 月にクリントン国務長官は NLD の勝利を民意が劇的に示されたものとして高く評価した。これを受け、ミャンマー制
裁を段階的に解除する姿勢へ舵を切った。但し、当時のスタンスは、依然限定的であった。この背景に対外累積債務110億米ド
ルの存在があると言われている。






　EU は、補選後に武器禁輸を除く全ての制裁措置を 1 年間停止すると発表した。この制裁停止措置
は制裁解除に向かう可能性が高く、欧州企業の本格参入を企図したものである。これを受け、早速、
ヤンゴンに在ミャンマーEU 事務所を開設した。



















4 . 1 　ミャンマーの歴史的背景
4 . 1 . 1 　英国植民地時代から独立まで
　19世紀、コンバウン朝ビルマは、インドを支配していた英国との間で、 3 次にわたる戦争（1824
年、1852年、1885年）があり、その結果、1886年にビルマ王国は滅亡し、英領インドの一州となっ
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ァシスト人民自由連盟の間で独立交渉がなされ、1948年 1 月ビルマ連邦として独立した。なお、ア
ウンサンは独立前の1947年 7 月に暗殺された。















4 . 1 . 4 　「民政」移管
　現政体は、2008年制定の新憲法と2010年に実施の総選挙に基づいて、2011年 3 月に発足した「民
政」である。しかし、実際は国軍の影響力が極めて強い「民政」である。
4 . 2 　ミャンマーの民政と今後の課題
　1988年 9 月全土に広がった民主化運動を武力で封じ込めて誕生した軍政は、当初、複数政党制導
入や自由な総選挙の実施を約束した。しかし、アウンサンスーチー女史を自宅軟禁に処したうえで









4 . 2 . 1 　巧妙な民主化への 7段階のロードマップ
　軍政が、2003年に発表した「民主化への 7 段階のロードマップ」は、図表 4 - 1 のように計画さ
28）	アウンサンスーチー女史は選挙に先立つ1989年 7 月に自宅軟禁になった。自宅軟禁以降、諦めることなく軍政に対して民主化を
要求。解放と自宅軟禁を繰り返した。その後、自宅軟禁から解放されたが、 1 回目（ 6 年間）、 2 回目（ 1 年 8 カ月）、 3 回目


































33）	第一に、2011年 9 月に国家人権委員会が設置され、政治犯解放に向けた進言がなされ、これを受ける形で2011年10月、2012年 1
月の 2 回に分けて実施された。 2 回目は、元学生運動指導者（ミンコウナイン、コウコウヂー）や、2007年僧侶デモ指導者（ガ
図表 4 - 1 　民主化への 7段階のロードマップの概略
段　階 内　容 実施状況
第 1 段階 1996年以来、停止している制憲国民会議を再開し、新憲法の基本方針を審議。
第 2 段階 新憲法の基本方針を決定。
第 3 段階 基本方針に基づき軍政が新憲法案起草。
第 4 段階 国民投票による新憲法案採択。 ➡ 2008年 5 月の国民投票を経て「承認」。
第 5 段階 新憲法に基き新国会議員選挙を実施。 ➡ アウンサンスーチー女史解放時、既に本段階迄終了。
第 6 段階 新憲法に基づく国会議員による国会開催。新大統領（国家元首）選出。 ➡
2011年 1 月31日連邦議会招集。
2011年 2 月 4 日大統領（テインセイン）等を選出。






































働組合結成とストライキが許可、⑤ NLD の政党登録も、政党法を改正し、NLD が政党登録、アウンサンスーチー女史にも補欠
選挙への出馬を促し、NLD 党員の選挙参加が可能化。⑥経済改革でも、2011年 4 月大統領顧問の一人にウー・ミン博士（NLD の
経済ブレイン、アウンサンスーチー女史とも親しい人物）を起用。⑦輸出税軽減、商業税免除、自動車輸入の規制緩和、民間銀







35）	 44選挙区のうち、43人当選（落選 1 名は、地元少数民族政党の候補に惜敗）。アウンサンスーチー女史は、ヤンゴン南部のコー
ムー下院選挙区で、85％強の票を得て当選。しかし、あくまで補選で、ミャンマーは、 2 院制、人民代表院440名、民族代表院
224名、合計664名である。なお、本来、補欠選挙に先立つ2010年11月の総選挙に参加する筈であったが、政治犯を党員に含むこ
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